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Ⅴ．特記事項 

1．岡山県作陽高等学校＆くらしき作陽大学／作陽短期大学 高大連携プロジェクト 

平成 30(2018)年度より、SSPP と通称する「作陽高校＆作陽大学／作陽短期大学パート

ナーズシッププロジェクト」を実施している。その目的は、本学および併設大学所属教員

と高校所属教員とがそれぞれ有する教育資産を高校、大学双方の発展のために活用し、系

列校としての互恵関係を再構築することである。また、相互協力によって、生徒、学生の

満足度が向上したり、生徒の大学進学に当たっての進路選択の幅を拡げることができたり

するなど、お互いにウィン･ウィンの好結果をもたらしている。 

プロジェクトの概要は、火曜日に年間 8 回程度、本学および併設大学教員が、系列高校

ミュージックコースの生徒に対してオムニバス方式で多彩な授業を実施するものである。

授業は 1 回につき 2 時限実施しており、高校生と大学生の吹奏楽合奏の合同授業及びオム

ニバス形式で各教員の専門領域の授業を展開している。 

 

2．作陽ジュニア・ウインド・アカデミー 

「作陽ジュニア・ウインド・アカデミー」は、吹奏楽の早期教育を通して児童・生徒の健

全な育成を図り、地域貢献と幅広い音楽文化の振興を目的として、平成 21(2009)年 6 月に

発足した。その前身は倉敷チボリ公園で活躍していた「こども吹奏楽団（チボリガード）」

であり、平成 20(2008)年 12 月に同公園が閉園したことに伴い、本学に移管、設置されるこ

ととなった。 

「作陽ジュニア・ウインド・アカデミー」は、本学の 11 号館（音楽交流センター）及び

学内講義室の一部を拠点にして活動しており、毎年実施している定期演奏会や学習発表会は、

本学の 10 号館（藤花楽堂）などで開催し、多くの観客を迎え好評を博している。また、高

梁川流域連盟ジョイフルコンサート、玉島音楽フェスティバル、総社ジュニア・バンド・フ

ェスティバルなどへの参加により、地域文化の活性化に寄与している。 

団員への個人指導は学生が行っており、将来教員や楽器指導者を目指す学生にとって、実

践的指導力を高める良い機会となっている。団員は学校の枠を超えた広い地域から約 60 人

が集まり、音楽を通して強い絆で結ばれている。また、卒団生は、高校や中学校の吹奏楽部

のリーダーとして活躍し、中には本学へ入学して団員を指導するなど、「作陽ジュニア・ウ

インド・アカデミー」を通して地域の音楽活動が好循環している。 

 

3．学生による地域貢献活動・ボランティア活動 

商工会議所や病院・各種施設等からの依頼に積極的に応じるよう、学生を指導・支援す

ることで、ボランティア活動を充実させてきた。平素より多様な機関からの依頼に積極的

に応える形で活動している。倉敷市内に立地する「まび記念病院」イルミネーション点灯

式での金管五重奏や倉敷市立自然史博物館で初開催されたナイトミュージアムでのキャン

ドルコンサートで木管五重奏が好評を博した。 

併設大学附属の児童文化部「ぱれっと」には本学学生も参加しているが、この活動では

乳幼児を対象とした出張公演、地域開催行事へのボランティア活動（年間約 50 公演）を

行っている。 


